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要  旨 

 

本稿では、都市の規模分布と空間パターンについて、既存の理論研究による成果と未解決

な問題を整理する。複数の都市の規模と位置について分析を行うためには、必然的に多地域

経済を想定することが必要となり、地域間距離を抽象化した、従来の都市･地域経済学におい

て最も一般的な 2 地域モデルや都市システムモデルの枠組からの逸脱を余儀なくされる。本

稿では、2 地域モデルとして構築された既存の理論モデルの多地域化を可能にした Akamatsu 

et al. (2018)に基づき、特に、集積の経済に依拠する都市形成メカニズムついて、その都市規

模分布と空間パターンに関するインプリケーションを議論する。 
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